
                                      

スペシャル授業 

特別講師からのメッセージ 
「日本人に伝えたいこと」 

ナザレンコ・アンドリー氏 

グローバル化が急速に進んでいる中で、代々伝

わった風習と、祖先が血と汗を流すことによって

守って下さった価値観（すなわちアイデンティテ

ィ）をいかに維持できるかは、国家の存亡に関わ

る問題である。・・・この暮らしを守るために、こ

れからも平和な日々を楽しむために、一人ひとり

の国民が自分になりに努力して国家を支えなけ

ればならない。・・・ウクライナの辛い経験を参考

にして頂き、２６００年余の歴史を誇る日本が今

後とも存立し、繁栄するためにどうすべきか、真

剣に考えて頂ければ幸いである。 

（『自由を守る戦い』より） 

 

「特攻の母・トメの思い」赤羽潤氏 

祖母、鳥濱トメが良く私に聞かせてくれた話を

思い出した。 

「たった一つしか無い命を散らしてでも、あの

子達には守りたいものがあった、それはこの日本

であり、そこには自分の故郷があり、そこにはお

父さんお母さん兄弟、親戚、友人、そしてねぇあ

の子達には恋焦がれた人も居たの、、、その上を雨

あられのように爆弾を落とされる、その範囲を少

しでも狭くする事が出来れば、その時間を少しで

も遅らせる事が出来れば、そして本土上陸だけは

何が何でも阻止しないと皆やられる殺される。死

ぬのが怖いのは当たり前の事だよ、でもねぇ、あ

の子達にはたった一つしか無い命を散らしてで

も守りたいものがあった。」 

私達の親、先祖を守ってくれた彼らが居たから

こそ私達がこの世に存在し、今の日本がある。 

（赤羽潤氏の Facebookより） 

 

心を磨く 

新宿街頭お掃除大作戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

鍵山秀三郎氏のお言葉（22回中高生セミナー講演より） 

（イエローハット創業者、日本を美しくする会相談役） 

私は社会に出て十五年が経ちますが、その間、

余程の病気がない限りは、掃除を続けてきまし

た。掃除というのは、誰かから命令されて行うも

のではありません。しかし、「私の仕事ではない仕

事」、「誰の仕事でもない仕事」を、「私の仕事」と

考えて取り組んでいる人は人生が良くなってき

ます。…皆さんの様に義務ではないことを自分か

ら進んで行う、私の仕事として取り組んでいくと

人生が良くなります。さらに、皆さんが通ってい

る学校でこのような考え方で取り組んでいると

学校が良くなります。さらに、社会が良くなり、

国家もよくなります。 

志を語り合える友との出会い 

 

 

 

 

 

 

立志式～国づくり宣言～ 

 

 

 

 

 



                             

日本を護った若者の心にふれる 

靖国神社での特別研修 
 

 

 

 

 

 

 

 

靖国神社は、国家のために尊い命を捧げられた

人々の御霊を慰め、その事績を永く後世に伝える

ことを目的に創建された神社です。「靖国」という

社号は明治天皇の命名によるもので、「祖国を平

安にする」「平和な国家を建設する」という願いが

込められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遊就館は、祖国を愛し、尊い命を捧げられた先人

たちのご遺書やご遺品をはじめ、英霊のまごころ

や、御事蹟を今に伝える貴重な資料が展示されて

います。学校の授業ではなかなか味わえない、先

人たちが私たちに託された本物の思いにふれる

ことは、忘れられない体験になるでしょう。 

 

参加者の感想 
感動いっぱいのセミナーの思い出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―１０代を生きる君たちへ 
伝えたい日本人の生き方がある― 

 


